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幼稚園・保育所を考える vol.2

下田市の公立幼稚園、保育所においては、次のような課題への対応が迫られています。

市では、こうした課題に対応し、子どもたちに適切な教育・保育環境を提供していくために、今後の幼稚園及び保育所の

再編整備の方向性について検討を行い、「幼稚園及び保育所再編整備基本計画（案）」をとりまとめました。今回はこの計画案

について、保護者の皆様や地域の皆様を対象とした説明会を開催するとともに、ご意見を伺いました。

平成22年3月に市がまとめた施設再編の計画案は下記のとおりです。公立施設については、平成26年度を目処に、保育

所1園、幼稚園1園、認定こども園1園の3園体制を目指す計画です。

説明会で出された主な意見
7月1日から7月29日まで、市内6地区と幼稚園・保育所10園の保護者を対象に、上記の計画について説明会を開催しまし

た。この説明会の中では、保護者や地域の皆様から次のような意見が寄せられました。

今後の検討予定
今回の「幼稚園及び保育所再編整備基本計画（案）」について、より幅広い皆様の参画により慎重なご審議をいただくた

め、上記の説明会でいただいた意見と併せて下田市立学校等再編整備審議会へ諮問させていただきます。

この審議会での検討を経て、来年2月頃を目処に、計画をまとめていく予定です。

これからも、審議会の検討の経過などを踏まえて、皆様にお知らせしていく予定です。

幼稚園及び保育所再編整備基本計画（案）

《再編整備の進め方》

陰下田保育所と下田幼稚園は、保育所、幼稚園の単独施設として存続し

ます

隠第３保育所は、平成２３年度末で廃園します（在園児は他の７園に移

動していただきます）

韻平成２４・２５年度に、第３保育所の場所に“認定子ども園”を建設し、

平成２６年度から運営を開始します

吋下田保育所を除く保育所４園、下田幼稚園を除く幼稚園３園は平成

２５年度末で廃止します

【認定こども園とは？】

保育所と幼稚園がひとつの建物に合築されており、両者が連携して一

体的な運営を行う施設です。下田市の計画では、認可保育所と幼稚園が

連携して、0歳～5歳までの園児に対して適切な教育・保育サービスの提

供を目指す“連携型施設”を想定しています。

・通園のための交通手段を確保してほしい。

・地域や学校との交流を維持してほしい。

・早く安心で安全な施設を作ってほしい。

・ある程度大きな集団で生活させたい。

・少子化の中で統廃合も仕方ない。

・この機会に預かり時間や提供メニューを拡充して

ほしい。

・移行までの期間をしっかりとってほしい。

・地域の子は地域で育てるべきだ。

・地域から園がなくなると少子化が加速する。

・小規模園の良さを大切にしてもらいたい。

・現行の各地域の園を耐震化できないのか。

・駐車場等交通環境の整備は可能なのか。

・入園希望者の受入れは大丈夫なのか。

・通園の負担が大きくなる。

・統合の前に個々の園の運営を再考するべき。

○平成２２年８月～１２月 下田市立学校等再編整備審議会における審議

○平成２３年１月～２月 幼稚園及び保育所再編整備基本計画 説明会（保護者、地域）

○平成２３年２月 幼稚園及び保育所再編整備基本計画 決定（予定）

陰急速な少子化の進行により、入所児童の減少が続いています。

隠施設の老朽化と耐震化の遅れにより、施設の安全性が低下しています。

韻教育や保育のプログラムなどに対するニーズが多様化しています。
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